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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 22,236 △23.1 466 △20.0 △1,119 △297.6 △1,906 △499.4

20年3月期 28,927 2.2 582 △1.5 566 △4.5 477 14.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 △122.70 ― △12.0 △4.0 2.1
20年3月期 31.17 ― 3.8 1.9 2.0

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  ―百万円 20年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 26,610 15,065 55.2 944.77
20年3月期 29,376 17,524 58.1 1,098.65

（参考） 自己資本   21年3月期  14,677百万円 20年3月期  17,068百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 △656 489 20 319
20年3月期 4,622 △4,864 71 498

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

9,750 △28.2 180 △53.5 170 △50.4 160 △39.9 10.30

通期 21,800 △2.0 450 △3.5 440 ― 390 ― 25.10
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、13ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注） １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、17ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 15,542,176株 20年3月期 15,542,176株

② 期末自己株式数 21年3月期  6,750株 20年3月期  6,352株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 20,725 △23.2 517 △11.9 △956 ― △1,715 ―

20年3月期 27,003 3.3 587 18.2 828 49.6 839 71.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 △110.42 ―

20年3月期 54.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 26,708 15,885 59.5 1,022.53
20年3月期 28,543 17,601 61.7 1,132.94

（参考） 自己資本 21年3月期  15,885百万円 20年3月期  17,601百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、３ページ「経営成績（1）経営成績に関する分析」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

9,200 △28.1 200 △47.6 310 △34.8 290 △39.8 18.67

通期 20,500 △1.1 450 △13.1 530 ― 510 ― 32.83
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当期の当グループをとりまく経済環境は、世界経済の急激な後退と、急速な円高による影響などによ

り、消費意欲の減退や販売コストの増加により、主要部門である電気機器等の販売事業は厳しい環境下

にあり、又中国事業においても金属成型部門では、取引先の事業見直しに伴う発注の減少が顕著にな

り、医薬部門においては日本の医薬メーカーが中国進出を躊躇する現象が随所に見られるなど、厳しい

状況で推移いたしました。 

 このような経済環境において当グループは、電気機器等の製造販売部門においては、取扱品目におい

て高利益率の製品に特化した営業戦略と、金属成型部門においては経営基盤の強化のため大規模な事業

の再構築を進め、医薬部門においては日本メーカーの代理店の確保に加え、有機食品の販売事業を新た

に立ち上げるなど事業を拡大しております。 

 一方、国内においても、昨年来から有機食品事業部を立ち上げ、オーガニック食品の総合メーカーと

して本年２月から新商品の製造販売を開始し、７月から新たな商品群を市場に投入すべく商品開発を進

めております。 

 又、財務内容の健全化のため、子会社株式と債権の評価に関し、より慎重な判断に基づき早期に株式

評価損と貸倒引当金を計上するなどの改善を進めました。 

 この結果、当期の売上高は２２２億３千６百万円となり、営業利益は４億６千６百万円、経常損失１

１億１千９百万円、当期純損失１９億６百万円となりました。 

 事業のセグメント別販売状況は次のとおりです。 

（単位：百万円） 

 
  

次期の見通し 

 次期の見通しにつきましては、景気動向など厳しい状況が続くものと予想されますが、当グループに

おいては現状進めている電気機器部門や金属成型部門の経営強化と有機食品事業の本格的な販売が寄与

し、売上高は２１８億円、営業利益４億５千万円、経常利益４億４千万円、当期純利益３億９千万円を

それぞれ想定しております。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能

な情報に基づき、当社の判断により作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって異な

る結果となる可能性があります。その主な要因は、マーケットの経済状況および消費の動向や米ドル等

の為替相場の変動によるものであります。 

  

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析

事 業 別 部 門 別 第６０期 第６１期

音響機器 1,196 1,731

電気機器等の製造販売事業 映像機器 21,529 16,526

その他電気機器 2,354 770

物資等、医薬品及び医療機器 
等の販売事業

家庭用品等 1,887 1,597

資材等 1,434 1,012

不動産開発及び賃貸管理等事業 525 565

有機食品事業 － 32

合    計 28,927 22,236
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① 資産、負債及び純資産の状況 

 当期末の総資産は、２６６億１千万円となり前期に比べ２７億６千６百万円の減少となりました。流

動資産は、未収入金、貸付金の減少と貸倒引当金等の計上により７７億２百万円減少し、固定資産は、

長期貸付金の増加とのれんの一時償却等により４９億３千５百万円増加いたしました。 

 負債につきましては、借入金の返済等により３億７百万円減少し、純資産においては、利益剰余金等

が２４億５千８百万円減少したことにより１５０億６千５百万円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当期末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、３億１千９百万円となり、前期末

に比べ１億７千８百万円の減少となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金は、６億５千６百万円減少いたしましたが、主に売掛金債権の回収の遅れによる

ものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金は、４億８千９百万円増加いたしましたが、主に貸付金債権の回収によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金は、２千万円増加いたしましたが、主に借入による資金調達を行ったことによる

ものであります。 

     (参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
自己資本比率       ： 自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額/総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債/キャッシュ・フロー 

インタレスト・ガバレッジ・レシオ  ： キャッシュ・フロー/利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式総数をベースに算出しております。 

（注３）キャッシュ・フローは営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。 

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を 

        対象としています。 

  

当社は、株主の皆様への長期的、安定的な利益還元を重要課題に掲げ、業績に対応した配当を実施

し、更に企業体質の強化、今後の事業拡大並びに商品開発等の資金需要に備えるべく内部留保の充実を

基本方針としております。 

 当期におきましては、誠に遺憾ながら無配とさせて頂くこととなりましたが、一日も早く業績の回復

を図り、株主の皆様のご期待に添えるよう一層の努力をしてゆく所存です。 

  

  

(2) 財政状態に関する分析

平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期

自己資本比率（％） 21.4 27.1 58.1 55.2

時価ベースの自己資本比率
（％）

111.1 77.0 47.5 18.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

11.8 39.8 182.1 ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

137.3 49.4 168.2 ―

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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最近の有価証券報告書（平成２０年６月３０日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び

「関係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略します。 

  

  

平成２０年３月期決算短信（平成２０年５月１５日開示）により開示を行った内容から重要な変更が

ないため開示を省略します。  

 当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧頂くことができます。  

（当社ホームページ）  

  http://www.miyakoshi-corp.com 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））  

  http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

2. 企業集団の状況

3. 経営方針
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４．連結財務諸表
(1)　連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成20年３月31日)

当連結会計年度
(平成21年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 498 319

　　売掛金 6,949 7,990

　　たな卸資産 125 92

　　短期貸付金 6,479 5,361

　　未収入金 6,028 －

　　その他 2 99

　　貸倒引当金 △16 △1,498

　　流動資産合計 20,068 12,366

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物 375 224

　　　機械装置及び運搬具 150 194

　　　その他 21 21

　　　有形固定資産合計 547 439

　　無形固定資産

　　　のれん 2,422 1,613

　　　土地使用権 1,785 1,379

その他 1 11　　　その他 1 11

　　　無形固定資産合計 4,209 3,004

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 10 15

　　　長期貸付金 4,339 10,653

　　　繰延税金資産 4 12

　　　長期前払費用 0 －

　　　差入保証金 33 －

　　　投資不動産 64 －

　　　その他 99 132

　　　貸倒引当金 △1 △13

　　　投資その他の資産合計 4,551 10,800

　　固定資産合計 9,308 14,244

　資産合計 29,376 26,610
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成20年３月31日)

当連結会計年度
(平成21年３月31日)

負債の部

　流動負債

　　買掛金 2,512 2,151

　　短期借入金 192 355

　　未払法人税等 － 74

　　賞与引当金 － 2

　　未払金 530 －

　　その他 90 598

　　流動負債合計 3,325 3,181

　固定負債

　　長期借入金 8,224 8,042

　　繰延税金負債 245 255

　　退職給付引当金 57 64

　　固定負債合計 8,526 8,362

　負債合計 11,852 11,544

純資産の部

　株主資本

　　資本金 8,164 8,164

　　資本剰余金 7,848 7,848

　　利益剰余金 1,111 △794

　　自己株式 △9 △9

株主資本合計 17 115 15 208　　株主資本合計 17,115 15,208

　評価・換算差額等

　　為替換算調整勘定 △46 △531

　　評価・換算差額等合計 △46 △531

　少数株主持分 455 388

　純資産合計 17,524 15,065

負債純資産合計 29,376 26,610
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（2）　連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日

　至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

売上高 28,927 22,236

売上原価 27,597 21,014

売上総利益 1,330 1,222

販売費及び一般管理費 747 756

営業利益 582 466

営業外収益

　受取利息 20 23

　受取手数料 69 －

　その他 1 0

　営業外収益合計 91 23

営業外費用

　支払利息 27 13

　貸倒引当金繰入額 － 1,438

　株式交付費 43 －

　為替差損 34 157

　その他 1 0

　営業外費用合計 107 1,609

経常利益又は経常損失（△） 566 △1,119

特別利益

　貸倒引当金戻入額 10 6

　債務免除益 2 65

　その他 － 5

　特別利益合計 12 77

特別損失

　固定資産除却損 28 15

　減損損失 － 63

　のれん一時償却 － 685

　過年度のれん償却額 26 －

　その他 0 0

　特別損失合計 54 764

税金等調整前当期純利益又は税金等
調整前当期純損失（△）

524 △1,806

法人税、住民税及び事業税 37 38

法人税等調整額 △15 54

法人税等合計 22 92

少数株主利益 25 6

当期純利益又は当期純損失（△） 477 △1,906
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（3）　連結株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
  至 平成21年３月31日)

株主資本

　資本金

　　前期末残高 3,850 8,164

　　当期変動額

　　　新株の発行 4,313 －

　　　当期変動額合計 4,313 －

　　当期末残高 8,164 8,164

　資本剰余金

　　前期末残高 3,535 7,848

　　当期変動額

　　　新株の発行 4,313 －

　　　当期変動額合計 4,313 －

　　当期末残高 7,848 7,848

　利益剰余金

　　前期末残高 634 1,111

　　当期変動額

　　　当期純利益 477 △1,906

　　　当期変動額合計 477 △1,906

　　当期末残高 1,111 △794

　自己株式

　　前期末残高 △9 △9

　　当期変動額

　　　自己株式の取得 △0 △0

　　　当期変動額合計 △0 △0

　　当期末残高 △9 △9

　株主資本合計

　　前期末残高 8,010 17,115

　　当期変動額

　　　新株の発行 8,627 －

　　　当期純利益 477 △1,906

　　　自己株式の取得 △0 △0

　　　当期変動額合計 9,104 △1,906

　　当期末残高 17,115 15,208
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
  至 平成21年３月31日)

評価・換算差額等

　為替換算調整勘定

　　前期末残高 54 △46

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △101 △484

　　　当期変動額合計 △101 △484

　　当期末残高 △46 △531

　評価・換算差額等合計

　　前期末残高 54 △46

　　当期変動額

　　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △101 △484

　　　当期変動額合計 △101 △484

　　当期末残高 △46 △531

少数株主持分

　前期末残高 440 455

　当期変動額

　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15 △67

　　当期変動額合計 15 △67

　当期末残高 455 388

純資産合計

　前期末残高 8,506 17,524

　当期変動額

　　新株の発行 8,627 －

　　当期純利益 477 △1,906

　　自己株式の取得 △0 △0

　　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △85 △552

　　当期変動額合計 9,018 △2,458

　当期末残高 17,524 15,065
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（4）　連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益又は税金等調整前
  当期純損失（△）

524 △1,806

　減価償却費 156 140

　のれん償却額 169 828

　減損損失 － 63

　貸倒引当金の増減額（減少：△） 2 1,493

　退職給付引当金の増減額（減少：△） △5 19

　賞与引当金の増減額（減少：△） － △3

　受取利息 △20 △23

　支払利息 27 13

　為替差損益（差益：△） 2 △21

　売上債権の増減額（増加：△） 2,727 △1,180

　たな卸資産の増減額（増加：△） 12 9

　仕入債務の増減額（減少：△） △677 △355

　未収入金の増減額（増加：△） 1,547 －

　その他 188 203

　小計 4,655 △618

　利息の受取額 16 4

　利息の支払額 △9 △2

　法人税等の支払額 △40 △39

　営業活動によるキャッシュ・フロー 4,622 △656

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △5 △114

　有形固定資産の売却による収入 10 6

　無形固定資産の取得による支出 － △11

　貸付けによる支出 △5,232 △1

　貸付金の回収による収入 362 602

　その他 － 8

　投資活動によるキャッシュ・フロー △4,864 489

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入れによる収入 132 153

　短期借入金の返済による支出 － －

　長期借入金の返済による支出 △60 △133

　自己株式取得による支出 △0 △0

　配当金の支払額 － －

　為替差益 － －

　財務活動によるキャッシュ・フロー 71 20

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △32

現金及び現金同等物の増減額 △178 △178

現金及び現金同等物の期首残高 677 498

現金及び現金同等物の期末残高 498 319
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 該当事項はありません。 

  

  

 
 

  なお、上記以外については、最近の有価証券報告書（平成20年６月30日提出）における記載から重要

な変更がないため開示を省略します。 

  

  

 

(5) 継続企業の前提に関する注記

(6) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日)

１．持分法の適用に

関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社数      

   該当関連会社はありません。

(2) 持分法を適用しない関連会社数    

   該当関連会社はありません。

(1) 持分法を適用した関連会社数 

        同左

(2) 持分法を適用しない関連会社数 

(１社) 

 当該関連会社は、当期純損益(持分

に見合う額)及び利益剰余金(持分に見

合う額)等からみて、持分法の対象か

ら除いても連結財務諸表に及ぼす影響

が軽微であり、かつ、全体としても重

要性がないため持分法の適用範囲から

除外しております。

２．会計処理基準に

関する事項

重要な資産の評価基準及び評価方法

・たな卸資産

 親会社では主として最終仕入原価によ

り評価しております。連結子会社は主と

して先入先出法または総平均法による原

価法により評価しております。 

重要な資産の評価基準及び評価方法

・たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産 

 評価基準は原価法（収益性の低価に 

よる簿価切下げの方法）によっておりま

す。 

 親会社では主として最終仕入原価によ

り評価しております。連結子会社は主と

して先入先出法または総平均法による原

価法により評価しております。  

(会計方針の変更) 

 当連結会計年度より「棚卸資産の評価

に関する会計基準」(企業会計基準第９号 

平成18年７月５日公表分)を適用しており

ます。  

 これにより営業利益、経常損失、税金

等調整前当期純損失、当期純損失及びセ

グメント情報に与える影響はありませ

ん。

(7) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日)

     
           ─────────

(連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い)

 当連結会計年度より「連結財務諸表作成における在

外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対

応報告第18号 平成18年５月17日)を適用しておりま

す。 

 これにより、営業利益、経常損失、税金等調整前当

期純損失、当期純損失及びセグメント情報に与える影

響はありません。
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連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、税

効果会計、有価証券、退職給付に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きく

ないと考えられるため開示を省略します。 

 また、リース取引、デリバティブ取引、ストック・オプション等、企業結合等に関する注記事項につ

いては、前連結会計年度（自平成19年４月１日 至平成20年３月31日）及び当連結会計年度（自平成20

年４月１日 至平成21年３月31日）において、該当事項はありません。 

 表示方法の変更 

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度において、流動資産の「その他」に含

めて表示しておりました「短期貸付金」は、資産の総額

の100分の５超となったため、当連結会計年度より区分

掲記しております。なお、前連結会計年度の流動資産の

「その他」に含まれる「短期貸付金」は51百万円であり

ます。  

 また、前連結会計年度まで区分掲記していた「未払費

用」は、負債及び純資産の合計額の100分の５以下であ

るため、当連結会計年度より流動負債の「その他」に含

めて表示することに変更いたしました。 

 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において営業キャッシュ・フロー計算

書の「その他」に含めておりました「未収入金の増減

額」は重要性が増したため、当連結会計年度において

は、区分掲記することに変更しました。

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度において区分掲記しておりました「未

収入金」(当連結会計年度42百万円)は、資産の総額の

100分の５以下となったため、当連結会計年度において

は流動資産の「その他」に含めて表示しております。 

 また、前連結会計年度において「土地使用権等」とし

て掲記されていたものは、連結財務諸表の比較可能性を

向上するため、当連結会計年度より「土地使用権」「そ

の他（無形固定資産）」に区分掲記しております。な

お、前連結会計年度は、「土地使用権」「その他(無形

固定資産)」は、それぞれ1,785百万円、1百万円であり

ます。 

  「長期前払費用」「差入保証金」「投資不動産」につ

いては、前連結会計年度において区分掲記しておりまし

たが、重要性がなくなったため、投資その他の資産の

「その他」に含めて表示することに変更いたしました。 

  

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度において区分掲記しておりました「未

収入金の増減額」は、重要性がなくなったため、当連結

会計年度より「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に含めて表示することに変更しました。

(8) 連結財務諸表に関する注記事項
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(単位：百万円) 

 
(注)   １．製品・商品の種類、販売方法等の共通性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業 

   区分を行っております。 

  

２．各事業の主な製品       

 
  

３．「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりです。 

 
  

４．減価償却費及び資本的支出には、土地使用権、長期前払費用及び同費用に係る償却額が含ま
れています。 

  

(セグメント情報)

ａ 事業の種類別セグメント情報

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

電気機器等 
製造販売事業

物資等、医薬品
及び医療器具等 

販売事業

不動産開発及び 
賃貸管理事業他

計 消去又は全社 連結

Ⅰ売上高及び営業損益

 売上高

(1)外部顧客に対する 
  売   上   高

25,079 3,322 525 28,927 － 28,927

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

－ － 123 123 ( 123) －

     計 25,079 3,322 648 29,050 ( 123) 28,927

  営業費用 24,340 3,301 586 28,228 116 28,345

  営業利益 739 20 62 822 ( 239) 582

Ⅱ資産、減価償却費 
 及び資本的支出

 資   産 6,123 1,528 5,176 12,828 16,548 29,376

 減価償却費 － 16 139 155 0 156

 資本的支出 － 2 2 5 0 5

事 業 区 分 主  要  製  品

電気機器等の製造販売事業 カラーＴＶ、ＤＶＤプレーヤー、マルチメディアプレーヤー等

物資等、医薬品及び医療器具等
販売事業

金属加工品、雑貨等、ライセンス手数料等

不動産開発及び賃貸管理事業他 賃貸料、管理料等

金額(百万円) 主な内容

消去又は全社の項目に含めた配賦
不能営業費用の金額

252 親会社の本社管理部門に係る費用等

消去又は全社の項目に含めた資産
の金額

16,548
親会社の余資運用資金(現預金等)、 
管理部門に係る資産等
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(単位：百万円) 

 
(注)  １．製品・商品の種類、販売方法等の共通性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を

行っております。 

  

   ２．事業区分については、従来３区分としておりましたが、当連結事業年度より、新たに有機品事
業を開始し、当該事業を「有機食品事業」として区分表示しております。 

  

   ３．各事業の主な製品       

 
     

   ４．「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりです。 

 
  
   ５．減価償却費及び資本的支出には、土地使用権、長期前払費用及び同費用に係る償却額が含まれ

ています。 

  

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

電気機器 
等製造販 
売事業

物資等、医 
薬品及び医 
療器具等販 
売事業

不動産開発 
及び賃貸管 
理事業他

有機食品事業 計 消去又は全社 連結

Ⅰ売上高及び営業損益

 売上高

(1)外部顧客に対する 
  売  上  高

19,027 2,610 565 32 22,236 － 22,236

(2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

－ － 95 － 95 (95) －

     計 19,027 2,610 660 32 22,331 (95) 22,236

  営業費用 18,417 2,617 586 53 21,675 94 21,770

  営業利益 609 △6 74 △21 656 (189) 466

Ⅱ資産、減価償却費 
 及び資本的支出

 資   産 5,742 2,195 2,450 114 10,503 16,107 26,610

 減価償却費 － 12 122 4 139 0 139

 資本的支出 － 15 7 101 124 － 124

事 業 区 分 主  要  製  品

電気機器等の製造販売事業 カラーＴＶ、ＤＶＤプレーヤー、マルチメディアプレーヤー等

物資等、医薬品及び医療器具等 
販売事業

金属加工品、雑貨等、ライセンス手数料等

不動産開発及び賃貸管理事業他 賃貸料、管理料等

有機食品事業 有機レモン果汁、有機オリーブオイル、有機ドレッシング等

金額(百万円) 主な内容

消去又は全社の項目に含めた配賦
不能営業費用の金額

190 親会社の本社管理部門に係る費用等

消去又は全社の項目に含めた資産
の金額

16,107
親会社の余資運用資金(現預金等)、 
管理部門に係る資産等
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(注) 取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  ㈱クラウンユナイテッドとの取引については、当社の有利子負債の一部を㈱クラウンユナイテッドが引受

け、当社は同社と当該債務について準消費貸借契約を同等の取引条件で締結しております。又、当社の債 

権の一部を同社に譲渡し、同譲渡代金の一部を同社の保有する当社への債権と相殺し、残りの譲渡代金に 

ついて新たな準消費貸借契約を締結し同社に対する貸付としております。 

  

   関連当事者との取引 

  連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

   連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等 

  

 
(注) 取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  ㈱クラウンユナイテッドとの取引については、当社の有利子負債の一部を㈱クラウンユナイテッドが引受

け、当社は同社と当該債務について準消費貸借契約を同等の取引条件で締結しております。又、当社の債  

権の一部を同社に譲渡し、新たな準消費貸借契約を締結し同社に対する貸付としております。 

ｂ 所在地別セグメント情報

 前連結会計年度より、ヨーロッパ及び中南米地域の在外販売拠点を、全てアジア地域へ集結したこ

とにより、アジア地域の占める割合が100％となったため、所在地別セグメントの情報については記

載しておりません。

ｃ 海外売上高

 前連結会計年度より、ヨーロッパ及び中南米地域の在外販売拠点を、全てアジア地域へ集結したこ

とにより、当社及び連結子会社の本邦以外の地域における売上高が１０％未満のため、海外売上高に

ついては記載しておりません。

(関連当事者情報)

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

   親会社及び法人主要株主等

属性
会社等 
の名称

住所

資本金 

又は 

出資金 

（百万円）

事業の内容 

又は職業

議決権等の所
有(被所有)割

合(％)

関係内容
取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高 
(百万円)役員の

兼任等
事業上
の関係

その他の
関係会社

㈱クラウン 
ユナイテッド

東京都 
大田区

１０
投資事業及び 

電気機器販売

(被所有)
直接 21.3
間接 ―

兼任
３人

営業取
引以外
の取引

債務の 

引受け 

・返済

   60 借入金 8,308

    4 支払手数料     4

債権の 

譲渡

2,180 貸付金 4,339

    5 受取利息     5

   52 未収入金    52

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

種類
会社等の 
名称又は 
氏名

住所地

資本金 

又は 

出資金 

（百万円）

事業の内容 

又は職業

議決権等の所
有(被所有)割

合(％)

関連当事者 

との関係
取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高 
(百万円)

その他の
関係会社

㈱クラウン 
ユナイテッド

東京都 
大田区

１０
投資事業及び 

電気機器販売

(被所有)
直接 21.3
間接 ―

営業取
引以外 
の取引

債務の 

引受け 

・返済

  133 借入金 8,174

債権の 

譲渡
3,000 貸付金 7,604
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(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額については、潜在株式が存在しないため 

記載しておりません。 

２ 算定上の基礎 

 (1) １株当たり純資産額 

 
  

 (2) １株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額 

 
  

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 1,098円65銭 １株当たり純資産額 944円77銭

１株当たり当期純利益金額 31円17銭 １株当たり当期純損失金額 122円70銭

 
前連結会計年度

(平成20年３月31日)
当連結会計年度 

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 17,524 15,065

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 455 388

（うち少数株主持分） (455) (388)

普通株式に係る当期末の純資産額（百万円） 17,068 14,677

１株当たり純資産額の算定に用 
いられた当期末の普通株式の数（株）

15,535,824 15,535,426

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△）（百万円） 477 △1,906

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る当期純利益金額又は当期純損失 
金額（△）（百万円）

477 △1,906

普通株式の期中平均株式数（株） 15,313,298 15,535,603
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５．個別財務諸表
（1）　貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 137 69

　　売掛金 6,125 7,210

　　原材料 － 9

　　前渡金 － 1

　　前払費用 0 0

　　短期貸付金 6,394 5,361

　　未収入金 5,954 －

　　その他 0 30

　　貸倒引当金 △16 △1,498

　　流動資産合計 18,595 11,185

　固定資産

　　有形固定資産

　　　機械及び装置 － 95

　　　工具・器具及び備品 0 0

　　　有形固定資産合計 0 96

　　無形固定資産

　　　電話加入権 0 0

無形固定資産合計 0 0　　　無形固定資産合計 0 0

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 10 10

　　　関係会社株式 5,500 4,749

　　　長期貸付金 4,339 10,653

　　　長期前払費用 0 0

　　　差入保証金 33 －

　　　投資不動産 64 －

　　　その他 － 25

　　　貸倒引当金 △1 △13

　　　投資その他の資産合計 9,947 15,425

　　固定資産合計 9,948 15,523

　資産合計 28,543 26,708
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

負債の部

　流動負債

　　買掛金 2,446 2,123

　　短期借入金 104 428

　　未払金 118 134

　　未払費用 3 11

　　未払法人税等 34 63

　　前受金 1 7

　　預り金 0 0

　　その他 0 －

　　流動負債合計 2,709 2,770

　固定負債

　　長期借入金 8,224 8,042

　　退職給付引当金 9 9

　　固定負債合計 8,233 8,052

　負債合計 10,942 10,823

純資産の部

　株主資本

　　資本金 8,164 8,164

　　資本剰余金

　　　資本準備金 7,848 7,848

資本剰余金合計 7 848 7 848　　　資本剰余金合計 7,848 7,848

　　利益剰余金

　　　その他利益剰余金

　　　　繰越利益剰余金 1,597 △117

　　　利益剰余金合計 1,597 △117

　　自己株式 △9 △9

　　株主資本合計 17,601 15,885

　純資産合計 17,601 15,885

負債純資産合計 28,543 26,708
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（2）　損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
　至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

売上高 27,003 20,725

売上原価 26,161 19,921

売上総利益 841 803

販売費及び一般管理費 254 285

営業利益 587 517

営業外収益

　受取利息 7 21

　受取配当金 246 130

　受取手数料 69 －

　その他 0 0

　営業外収益合計 324 151

営業外費用

　支払利息 21 9

　貸倒引当金繰入額 － 1,438

　株式交付費 43 －

　為替差損 17 177

　その他 0 0

　営業外費用合計 83 1,625

経常利益又は経常損失（△） 828 △ 956

特別利益

　貸倒引当金戻入益 10 6

　債務免除益 2 65

　特別利益合計 12 72

特別損失

　減損損失 － 63

　関係会社株式評価損 － 766

　特別損失合計 － 830

税引前当期純利益又は税引前当期純
損失（△）

840 △ 1,714

法人税、住民税及び事業税 1 1

当期純利益又は当期純損失（△） 839 △ 1,715
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（3）　株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

株主資本

　資本金

　　前期末残高 3,850 8,164

　　当期変動額

　　　新株の発行 4,313 －

　　　当期変動額合計 4,313 －

　　当期末残高 8,164 8,164

　資本剰余金

　　資本準備金

　　　前期末残高 3,535 7,848

　　　当期変動額

　　　　新株の発行 4,313 －

　　　　当期変動額合計 4,313 －

　　　当期末残高 7,848 7,848

　　資本剰余金合計

　　　前期末残高 3,535 7,848

　　　当期変動額

　　　　新株の発行 4,313 －

　　　　当期変動額合計 4,313 －

　　　当期末残高 7,848 7,848

　利益剰余金

　　その他利益剰余金

　　　繰越利益剰余金

　　　　前期末残高 758 1,597

　　　　当期変動額

　　　　　当期純利益 839 △1,715

　　　　　当期変動額合計 839 △1,715

　　　　当期末残高 1,597 △117

　　利益剰余金合計

　　　前期末残高 758 1,597

　　　当期変動額

　　　　当期純利益 839 △1,715

　　　　当期変動額合計 839 △1,715

　　　当期末残高 1,597 △117

　自己株式

　　前期末残高 △9 △9

　　当期変動額

　　　自己株式の取得 △0 △0

　　　当期変動額合計 △0 △0

　　当期末残高 △9 △9

　株主資本合計

　　前期末残高 8,134 17,601

　　当期変動額

　　　新株の発行 8,627 －

　　　当期純利益 839 △1,715

　　　自己株式の取得 △0 △0

　　　当期変動額合計 9,466 △1,715

　　当期末残高 17,601 15,885
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
 至 平成21年３月31日)

純資産合計

　前期末残高 8,134 17,601

　当期変動額

　　新株の発行 8,627 －

　　当期純利益 839 △1,715

　　自己株式の取得 △0 △0

　　当期変動額合計 9,466 △1,715

　当期末残高 17,601 15,885
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該当事項はありません。 

  

  

本日現在、開示すべき事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

6. その他

 役員の異動
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